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研究成果の概要：契沖以前から本居宣長以後までの江戸時代の古典学の軌跡を、より詳密に描

き出すことに一定の成果を収めた。また、『勢語臆断』『古今通』『土佐日記解』など個別の注釈

書の性格や成立について、新見を提示した。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００７年度 1,700,000 510,000 2,210,000 

２００８年度 1,300,000 390,000 1,690,000 

年度  

年度  

  年度  

総 計 3,000,000 900,000 3,900,000 

 
 
研究分野： 人文学 
科研費の分科・細目： 文学（日本文学） 
キーワード： 江戸時代、注釈書、契沖、本居宣長、上田秋成 
 

３．研究の方法 １．研究開始当初の背景 
 江戸時代の古典学が現在の古典解釈にとっ

て大きな影響を及ぼしていることについて
はこれまでにも指摘がなされていたものの、
その全体像を把握するには至っていなかっ
たと思われる。いわば、個々の古典について
の業績が孤立して捉えられていたのである。 

「作品別・江戸時代古典注釈書一覧」を作成
し、各自が全体的な見取り図を把握しながら、
個別の論点についての解明に挑んだ。また、
日頃は別の場所で活動している研究者が一
堂に会し、活発に議論していくことにも、大
きな意義がある。  
 ２．研究の目的 

 ４．研究成果 
近世前期から後期にかけての古典学につい
ての専門家が結集し、より総合的な視点を獲
得して、江戸古典学を再検討していく。契沖
前後、宣長前後に特に着目し、それらの相互
連関を広い視野のもとから解き明かしてい
くことに最も大きな目的がある。 

江戸古典学の総合的な特徴としては、集

成主義、用例主義、合理主義といった全

体を捉える眼が存在する一方、図像性や

口語性を重んじる大衆的な志向も存する

ことが指摘できよう。史的展開に着目す

ると、契沖の学問形成については、それ



以前の古典研究が大きく貢献しているこ

とが判明し、それ以後についても契沖━

賀茂真淵━本居宣長という単線的な把握

に加えて、上田秋成を対置させることで

、より豊かな古典学の歴史が確認される

ことも検証された。また、『勢語臆断』『古

今通』『土佐日記解』など個別の注釈書の性格

や成立について、新見を提示した。成果報告

書に代わる論文集として、2010年春に『

江戸の<知>━注釈書の世界（仮題）』（森

話社）を刊行する予定である。  
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